
１.　はじめに
　　本工事は、架け替えが完了した旧歌高架橋の下部工（P12～P20の9橋脚）撤去とA1橋台
　付近の舟留り施設を復旧する工事である。
　　遠隔臨場の試行工事であり、新技術の活用、業務の効率化を向上させる為実施する事と
　し、以下に実施内容について報告する

2.　概要
　　遠隔臨場を行うにあたり下部工撤去基準高の確認、舟留り施工時の材料確認、段階確認、
　出来形確認、各品質証明、災害・事故報告を実施項目とした。

3.　方法
　　遠隔臨場を使用するにあたり、機器の選定、現場条件の確認、測定方法の検討をした。
　　機器は2社から比較検討し、性能、機材内容、費用、使いやすさの4点を重点項目とした。
　　①機器の選定（図-1）
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3.　方法
　　①機器の選定
　　A社は使用機器が最小限で使用できる、PC、タブレット、スマートフォンあれば常時

　視聴ができ、自動的にサーバに録画され自由に編集も可能であり使いやすいと感じた。
　　費用もB社より安価である。
　　B社はカメラの性能が非常によく、映像も鮮明であった。だが使用する機器も多く、
　録画機能も構築中であり、費用もA社よりも高額であった為、今回はA社を選定した。
　（写真-1、写真-2)

　②現場条件の確認
　　遠隔臨場を行う際、モバイル回線にて通信する為、現場の電波状況が重要である。
　　高層の建物や、橋桁、トンネル、回線の基地局の位置等で通信状況が変わる為事前
　確認を行った。
　　確認の結果、下部工撤去部分は電波状況は良く、舟留り部は桁下になる為電波が途切
　れる場合があり、使用が困難であった。（写真-3、写真-4)
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　③測定方法
　　下部工の撤去高さ確認時に、通常であればオートレベルを使用するが、カメラではレン

　ズ内を確認できない為、光波測距儀の高低差測定機能を使用した。
　　（図-2、写真-5、写真-6、写真-7)

　　

図-2 破砕完了基準高測定説明図

写真-5 測定画面 写真-6 測定状況

写真-7 測定状況



4.　結果
　　今回は下部工撤去高さの確認と、舟留り部で使用する鉄筋の材料確認を遠隔臨場にて
　実施する事ができた。
　　舟留り部はその他の確認項目があったが、電波状況が悪い為、通常の臨場を行った。
　（写真-8、写真-9)

5.　考察およびまとめ
　　遠隔臨場実施前は、画面上で現場状況や測定内容が伝わるか心配な部分が多かったが、
　大きなトラブルもなく実施できた。
　　使用手順さえ慣れてしまえば、打ち合わせや現場状況の確認等、多岐に利用できるの
　ではと考える。
　　遠隔臨場を行えば、現場までの移動がなくなり移動時間を0にすることができる。
　　動画データとして臨場時の内容を保存できる為、再度確認が必要になった場合も便利で
　ある。
　　使用していて感じたことは、緊急時や、災害があった場合に移動することなく、複数の

　人と現地の内容を共有できる事は非常に役立つと感じました。

6.　あとがき
　　今後も技術が進歩し、業務の効率化が図れるよう時代は進んで行くと思います。
　　遠隔臨場含め、ICT等の新技術は人材不足解消や業務効率化をする為に役立つ技術です。
　　しかし便利になると同時に、現場を進めて行く中での本質的な部分は昔と変わらないと
　思います。
　　技術が発達しても現場を自分の目で見て、作業の流れや危険な箇所を確認し安全に現場
　を進める事は非常に大事だと感じました。
　　今回の遠隔臨場等、新しい技術を積極的に取り入れ、業務効率化を行い、より良い工事
　の施工を目指し努力する所存です。
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